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　25 チーム 98 名の選手が参加し、9

月 1 日に行われた第 34 回町民駅伝競

技大会。

　優勝したのは、パワーズ４（奥村文

男さん、長田孝徳さん、西一彦さん、

三浦毅さん）チームで１５．４キロメー

トルを１時間８分６秒で走破しまし

た。
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水風船をフライングゲット？水風船をフライングゲット？

戸
籍
の
電
算
化
作
業
は
じ
ま
る

戸
籍
の
電
算
化
作
業
は
じ
ま
る

戸
籍
の
電
算
化
作
業
は
じ
ま
る

宗谷３町（豊富町、浜頓別町、

中頓別町）で共同利用

 
 

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
庁
舎
で

保
管
し
て
い
た
戸
籍
の
正
本
が

津
波
で
流
さ
れ
、
再
製
に
苦
し

む
自
治
体
が
発
生
し
ま
し
た
。  

 
 

こ
う
し
た
状
況
を
防
ぐ
た
め
、

法
務
省
は
、
全
国
の
自
治
体
の

戸
籍
副
本
デ
ー
タ
を
一
元
管
理

す
る
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
平
成
25
年
９

月
か
ら
始
め
ま
す
。

　

本
町
も
戸
籍
事
務
の
電
算
化

を
進
め
、
法
務
省
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
す
る
こ
と
で
戸
籍
消
失
の

危
険
性
を
回
避
す
る
と
共
に
、

窓
口
事
務
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

戸
籍
事
務
の
電
算
化
に
向
け

て
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と

し
て
、
単
独
運
用
に
比
べ
、
導

入
経
費
と
維
持
管
理
費
の
軽
減

を
図
れ
る
共
同
運
用
方
式
（
浜

頓
別
町
・
豊
富
町
・
中
頓
別
町
）

に
よ
っ
て
平
成
26
年
10
月
か
ら

の
稼
働
を
め
ざ
し
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
戸
籍
の
証
明
を
発

行
す
る
場
合
、
手
作
業
で
膨
大

な
フ
ァ
イ
ル
の
中
か
ら
記
録
を

探
し
て
い
た
た
め
、
時
間
や
手

間
が
か
か
り
ま
し
た
。　

ま
た
、

出
生
や
婚
姻
の
届
け
出
か
ら
証

明
書
の
発
行
も
、
タ
イ
プ
で
文

字
を
探
し
打
っ
て
い
た
た
め
、

大
震
災
の
教
訓
と

 
 
 
 
 
 
 
 

住
民
サ
ー
ビ
ス

２

平成 26 年 10 月から

戸
籍
と
は

　

戸
籍
は
、
日
本
国
民
の
出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の
身
分
関
係

（
夫
婦
、
親
子
、
兄
弟
、
姉
妹
な
ど
）
届
け
出
に
よ
り
記
載
し
、

身
分
関
係
を
公
に
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。



除
籍
と
は
？

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
が
、
死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
、

転
籍
な
ど
の
理
由
で
全
員
が

除
か
れ
て
い
る
戸
籍
を
い
い

ま
す
。 

 
 改

製
原
戸
籍
と
は
？

　

現
在
ま
で
に
戸
籍
制
度
は

何
回
か
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
全
面
的

に
戸
籍
の
書
き
換
え
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
書
き
換

え
ら
れ
る
前
の
元
の
戸
籍
を

「
改
製
原
戸
籍
」
と
い
い
ま

す
。
書
き
換
え
ら
れ
た
新
し

い
戸
籍
は
「
現
在
戸
籍
」
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
の
電
算
化
に
よ
り
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
に
デ
ー

タ
と
し
て
保
存
さ
れ
た
内
容

が
「
現
在
戸
籍
」
で
、
そ
れ

ま
で
の
紙
の
戸
籍
簿
は
「
改

製
原
戸
籍
」
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
「
平
成
改
製
原
戸

籍
」
と
言
い
ま
す
。

現在の戸籍謄本

全部事項証明書

誤
字
は
正
字
へ

正
字

使
用
で
き

な
い
文
字

戸
籍
豆
知
識

使
用
で
き
な
い
文
字

と
そ
れ
に
対
応
す
る

正
字
の
一
例

□
お
問
合
せ
先

　
　

中
頓
別
町
役
場　

総
務
課

　
　

住
民
グ
ル―

プ 

戸
籍
担
当

 
 
 
 

電
話　
　

６—

１
１
１
１

  
 

今
ま
で
、
戸
籍
原
本
は
縦
書

き
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

電
算
化
に
よ
っ
て
Ａ
４
版
の
横

書
き
に
変
わ
り
、
漢
数
字
は
算

用
数
字
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
は
戸
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
る
全
員
を
証
明
す

る
も
の
を
戸
籍
謄
本
と
呼
び
、

個
人
を
証
明
す
る
も
の
を
戸
籍

抄
本
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、

電
算
化
に
よ
り
戸
籍
謄
本
は
「
全

部
事
項
証
明
書
」
、
戸
籍
抄
本
を

「
個
人
事
項
証
明
書
」
と
名
称
が

変
わ
り
ま
す
。

 
 

現
在
の
本
町
の
戸
籍
は
、
手

書
き
や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
使

用
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 

そ
の
た
め
、
簡
略
化
文
字
や

書
き
ぐ
せ
な
ど
漢
和
辞
典
な
ど

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
文
字
が

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

 
 

そ
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
文

字
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力

す
る
際
に
常
用
漢
字
、
人
名
漢

字
、
そ
の
他
一
般
に
通
用
す
る

文
字
に
訂
正
さ
れ
ま
す
が
、
ど

う
し
て
も
変
更
し
た
く
な
い
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
の
文
字
に
な

り
ま
す
。

 
 

そ
の
場
合
は
電
算
化
で
き
ず
、

従
来
ど
お
り
紙
戸
籍
の
ま
ま
に

な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
字
体
を

確
認
し
て
も
ら
う
た
め
文
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
確
認
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

謄
本
・
抄
本
か
ら
証
明
書
へ

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
電

算
化
に
よ
り
正
確
に
速
く
処
理

さ
れ
る
た
め
、
時
間
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

紙
媒
体
の
記
録
か
ら
磁
気
媒

体
の
記
録
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
の
強
化
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ

(

デ
ー
タ
複
製

)

体
制

が
整
備
さ
れ
デ
ー
タ
の
保
護
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。



　　救命率の向上を目指し
　               挑戦し続けたい！

 
 

南
宗
谷
消
防
組
合
中
頓
別
支

署
の
炭
谷
貴
博
消
防
司
令
補
が
、

人
体
の
構
造
や
機
能
を
学
ぶ
本

と
し
て
「
超
カ
ン
タ
ン
！
解
剖

生
理
」
を
全
国
出
版
し
ま
し
た
。

 
 

こ
の
本
を
出
版
す
る
き
っ
か

け
は
、
救
命
士
仲
間
で
集
ま
っ

た
と
き
に
救
急
救
命
士
の
資
格

取
得
の
際
の
苦
労
話
で
、
「
解
剖

生
理
の
テ
キ
ス
ト
は
、
ほ
と
ん

ど
が
文
字
で
頭
の
中
で
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
く
、

言
葉
の
読
み
方
も
聞
き
な
れ
な

い
言
葉
が
多
く
覚
え
る
の
に
大

変
だ
っ
た
。
」
と
い
う
体
験
を
基

に
、
そ
れ
で
は
解
り
や
す
い
本

を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
、
関
係

者
の
力
を
借
り
な
が
ら
「
超
カ

ン
タ
ン
！
解
剖
生
理
」
を
出
版

す
る
に
至
っ
た
と
い
う
事
で
す
。

 
 

「
い
ざ
書
き
始
め
よ
う
と
す
る

と
、
似
た
本
が
既
に
出
版
し
て

い
た
り
し
て
、
企
画
が
何
度
か

変
わ
り
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
の

末
、
最
終
的
に
看
護
師
、
医
者
、

医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
人
に
も

解
り
や
す
い
も
の
を
作
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
」
と

炭
谷
さ
ん
の
弁
。

 
 

文
字
だ
け
で
説
明
す
る
の
で

は
な
く
、
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
使

う
こ
と
で
よ
り
理
解
し
や
す
く
、

病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
覚
え
や

す
い
も
の
へ
と
工
夫
し
た
そ
う

で
、
医
療
関
係
を
め
ざ
す
次
世

代
の
人
に
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
を
込
め
書
い
た
そ
う

で
す
。
こ
の
本
は
数
校
の
消
防

学
校
で
教
材
と
し
て
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
の
他
に
も
、
消
防
関

係
者
と
と
も
に
、
応
急
手
当
等

を
学
ぶ
救
助
隊
員
向
け
の
本
や
、

養
護
教
諭
向
け
の
本
の
出
版
に

も
参
加
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も

解
り
や
す
い
と
大
好
評
で
す
。

　

「
今
回
こ
の
話
が
あ
っ
た
と
き

ど
う
し
よ
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、

断
ら
な
く
て
良
か
っ
た
。
断
る

こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
後
に
な
っ

て
後
悔
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

作
る
ま
で
は
大
変
で
し
た
が
、

出
来
上
が
っ
た
と
き
の
達
成
感

は
作
る
ま
で
の
苦
労
な
ど
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
、
機
会
が
あ
れ
ば
常
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
」
と
笑
顔
で
意
気
込
み
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

救
急
救
命
士
を
目
指
す
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

バ
イ
ブ
ル
を
出
版

ne ne nlynly ne ne nlynly オンリーワンオンリーワン
～なかとんべつの宝物～～なかとんべつの宝物～““

　炭谷　貴博（すみや　たかひろ）さん

　枝幸町出身　枝幸高等学校卒業後に南宗谷消

防組合中頓別支署に配属。

　2002 年に本町で初めて救急救命士の資格を取

得し、救命業務の傍ら道北地区の救急隊員らの

自主勉強会の講師として活躍中。



避難所等のお知らせ

  

 町では、中頓別町防災計画に基づき次のとおり避難所を定めています。  

 避難が必要になったら、災害対策本部からお知らせします。災害の種別、規模、避難

人口、その他の情勢を判断し定めている中から避難所等を指定することになります。  

 いざというときに慌てないよう、日頃から家庭や自治会内で話し合い災害に対する備

えをしておきましよう。 

 

避 難 場 所 等 一 覧 

避難所 

  屋内・外 避  難  場  所 所 在 地 電 話 収容人員 

中頓別地区 屋 内 中頓別町民センター 字中頓別182 6－1321 350  

  中頓別青少年柔剣道場 字中頓別 37 6－1170 60  

  中頓別小学校 字中頓別998 6－1351 400  

  町民体育館 字中頓別182  330  

       中頓別町役場 字中頓別172 6－1111 55  

旭 台 地 区 屋 内 旭台コミュニティセンター 字旭台  25  

  中頓別中学校 字中頓別305 6－1842 500  

寿  地  区 屋 内 寿会館 字寿  30  

豊泉 地 区 屋 内 豊泉会館 字豊泉  20  

兵安 地 区 屋 内 兵安会館 字兵安 6－1081 40  

藤井 地 区 屋 内 藤井会館 字藤井  35  

松音知地区 屋 内 松音知会館 字松音知  40  

敏音知地区 屋 内 敏音知コミュニティセンター 字敏音知 7－8044 50  

上頓別地区 屋 内 上頓別会館 字上頓別  45  

小頓別地区 屋 内 小頓別多目的集会施設 字小頓別 7‐8201 100  

避難場所 

地 区 名 屋内・外 避  難  場  所 所在地 電 話 

中頓別地区 屋 外 中頓別小学校校庭 字中頓別 998 6－1351 

旭 台 地 区 屋 外 中頓別中学校校庭 字中頓別 305 6－1842 

小頓別地区 屋 外 小頓別多目的集会施設広場 字小頓別 7－8201 

 

お問い合わせ先 

 中頓別町役場総務課 総務グループ 

 電話 01634-6-1111 

 FAX  01634-6-1155 

地　区　名

　 いざというときに慌てないために！

　 避難所等のお知らせ



牛
乳
飲
ん
で
運
動
会

                  

北
緯
45
度
酪
農
祭  

　

酪
農
を
町
民
に
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

で
８
月
31
日
、
北
緯
45
度
酪
農

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

酪
農
家
と
町
民
が
一
緒
に
な

り
牛
乳
早
飲
み
大
会
、
玉
入
れ

大
会
、
長
縄
跳
び
大
会
な
ど
行

い
交
流
を
図
り
、
昼
に
は
、
ビ
ー

ル
片
手
に
焼
き
肉
を
ほ
お
ば
る

姿
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
見

ら
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　　

長
い
間
、
ご
苦
労
様
で
し
た　

　

      
太
田
一
穂
さ
ん
に
大
臣
感
謝
状

　

長
年
に
わ
た
る
行
政
相
談
業

務
へ
の
功
績
を
称
え
、
前
行
政

相
談
委
員
の
太
田
一
穂
さ
ん
に

８
月
29
日
、
大
臣
感
謝
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
か

ら
行
政
相
談
員
と
し
て
、
多
く

の
町
民
か
ら
相
談
を
受
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

「
力
至
ら
ず
と
こ
ろ
も
あ
り
、

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
行

政
に
対
し
て
言
い
に
く
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
大
い
に
行
政
相
談

員
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
を
称
え   　

  　
　

                   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
六
位
授
与

　　

本
年
７
月
１
日
に
亡
く
な
ら

れ
た
故　

星
川
希
雄
さ
ん
（
元

町
議
会
議
長
）
が
、
長
年
に
わ

た
る
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績

に
よ
り
「
内
閣
総
理
大
臣
」
か

ら
「
正
六
位
」
が
授
与
さ
れ
８

月
30
日
、
野
邑
町
長
よ
り
ご
子

息
で
あ
る
星
川
三
喜
男
さ
ん
に

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
菜
お
い
し
い
！

   　

  　
　

 

こ
ど
も
館
野
菜
収
穫
体
験

　

体
験
農
場
オ
ガ
ル
（
字
松
音

知
）
で
８
月
28
日
、
こ
ど
も
館

の
野
菜
収
穫
体
験
と
し
て
親
子

15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
土
も
触
れ
な
か
っ

た
子
も
、
今
年
は
自
ら
大
根
を

収
穫
。

　

中
に
は
そ
の
場
で
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
ほ
お
ば
り
、
甘
く
て
お
い

し
い
と
言
い
な
が
ら
何
個
も
食

べ
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
収
穫
し
た
大
根
、
人

参
、
カ
ブ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
家

庭
に
持
ち
帰
り
、
夕
食
の
食
卓

に
並
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。



　小頓別地区のシンボルでもある旧丹波屋旅館の保存を目指し、小頓別地区の
有志が集まり、「旧丹波屋旅館保存会」を立ち上げました。
　旧丹波屋旅館は、和・洋館が合体した珍しい建築物で、和館は大正３～４年
頃に建築され、洋館は昭和２年頃に建築された旅館です。
　小頓別地区は、本町の中でも最も早く鉄道が敷設され、同旅館は駅から目と
鼻の先に建てられました。当時林業が盛んだった頃、木材の買いつけに来る客
が利用したといわれています。
  この丹波屋の欄間は、当時では家を建てるより高価なものと言われており、
職人が手彫りしたものと言われているそうです。また、３階の洋間は軍の幹部
や皇族も使用されたと言われ天井に絵が描かれていたそうです。しかし、残念
ながら老朽化により天井まで雨が浸みだしたため、板をはったことにより天井
が低くなり絵も見ることはできません。
  この旧丹波屋旅館は、平成 12 年に国の登録有形文化財に登録されました。  
  建築されてから約 100 年近く経ち、この間大きな補修もなく風雪等に耐えて
きただけあり、外壁や基礎の傷みが激しい状況にあります。
  そして、この珍しい建物を写真に写す方や建物の中を見学する方もおり、熱
烈な愛好者が今も絶えない状況にあります。
  保存会では、旧丹波屋旅館に親しみを持つ町民や全道や全国に散らばる町出
身者、歴史的建造物の愛好者から保存に必要な資金を募っています。

　金融機関名　ゆうちょ銀行
　口座記号番号　02710－0－4－4704 番
　店名 (店番 )　 二七九店　(279)　
　口座番号　　当座　0047047
　口座名義　　旧丹波屋旅館保存会 (キュウタンバヤリョカンホゾンカイ )
※詳細については、星川三喜男さんまで　（電話　01634—7—8423）

「「
旧
丹
波
屋
旅
館

旧
丹
波
屋
旅
館
保
存
会
」
発
足

保
存
会
」
発
足

3 階洋間の窓

３
階
洋
間
の
壁
・
こ
の
部
屋
の
天
井
に

絵
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
板
を
は

り
補
修
し
て
い
る
た
め
今
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。

小
頓
別
の
シ
ン
ボ
ル
を
守
る
活
動
に
ご
協
力
を

小
頓
別
の
シ
ン
ボ
ル
を
守
る
活
動
に
ご
協
力
を

小
頓
別
の
シ
ン
ボ
ル
を
守
る
活
動
に
ご
協
力
を

貴重な欄間

2階へ行く階段

3階の洋間へ
行く廊下



「ねんきんネット」の年金見込額試算をご存知ですか？「ねんきんネット」の年金見込額試算をご存知ですか？「ねんきんネット」の年金見込額試算をご存知ですか？
　「ねんきんネット」の年金見込額試算を利用すると、さまざまな働き方による年金見込

額を試算し、比較することができますので、今後の人生設計に役立てることができます。

■今後の働き方に応じた年金見込額の試算
　年金見込額試算では、退職時期など、今後の働き方に関する情報を入力し、それぞれの

条件で年金見込額が試算されます。

　いくつかの簡単な質問に答えることで、年金見込額が試算されます。

　ただし、すでに老齢年金を受給している人は、この年金見込額試算を利用することはで

きません。また、働き続けていたり、失業手当（雇用保険の基本手当）を受給することによっ

て年金の支給が停止されている人もこの年金見込額試算を利用することはできません。

　なお、年金見込額試算の結果については、次の点に注意してください。

　まず、この試算の対象は、老齢基礎年金および老齢厚生年金の年金額です。そして、こ

の試算は、個人の情報に基づいて提供されているものであり、配偶者や扶養者等の情報は

試算に反映されません。

　さらに、共済組合などの加入期間は、この試算の対象には含まれていません。

■追納・後納等を行った場合の年金見込額の試算
　年金見込額試算の条件として、国民年金保険料の追納期間、後納期間、学生納付特例期間、

免除期間の月数を入力することによって、保険料を納付した場合と、納付しなかった場合

とで、年金額がどのように変わるかを比較することができます。

　追納・後納等可能な月数の確認や入力方法については、「追納・後納等可能月数と金額

の確認の流れ」で確認してください。

　ただし、強制徴収対象者や納付誓約者、つまり国民年金保険料の滞納があり、日本年金

機構が厚生労働大臣の認可をうけて国税徴収法等に基づいて実施する滞納処分の対象と

なっている人などは、この追納・後納等可能な月数の確認を利用できません。

　なお、国民年金保険料の未納および免除・猶予期間がない人は、追納・後納等の入力の

必要はありません。

■年金見込額の試算結果の比較
　試算した結果を最大五つまで選択し、グラフなどで比較することができます。

　・定年前に退職したり、給与に大きな変動があった場合

　・年金の受給開始年齢を繰り上げ、繰り下げする場合

　・現在未納・免除・猶予となっている国民年金保険料を納付・追納する場合

　この「ねんきんネット」による年金見込額試算は、「ねんきん定期便」の情報等をもと

に試算しているため、年金事務所で実施する試算結果と異なる場合があります。

　お問い合わせ先

　　中頓別町役場総務課　住民グループ

　　電話　01634-6-1111

　　FAX　 01634-6-1155



■保険証が新しくなります

新しい保険証の色はピンク色です。

■減額認定証 (限度額適用・標準負担額減額認定証 ) も新しくなります

　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成 25 年７月 31 日をもって満了となるため、８
月以降は使用できなくなります。有効期限は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は、７月中に保険証とともに減額認定証を交付しますの
で、８月１日からは、お持ちのオレンジ色の減額認定証を破棄し、水色のものをご使用く
ださい。
　新たに必要となる方は、次の交付要件に該当することをご確認の上、中頓別町介護福祉
センターへ申請してください。
　減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

区　分　Ⅱ　　　・　世帯全員が住民税非課税である

区　分　Ⅰ　　　　世帯全員が住民税非課税である方のうち、
　　　　　　　　  次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が 0円の方
　(公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方)

・老齢福祉年金を受給されている方

新しい減額認定証は水色です。

■医療費通知の発行を希望される方へ

　被保険者の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただくために、医療費を半年ごと
にまとめ、発行をご希望の方を対象に医療費通知を送付しています。

　新たに発行をご希望の方は、お手数ですが、北海道後期高齢者医療広域連合または、中
頓別町介護福祉センターへご連絡ください。(電話でのご連絡だけで手続きできます。)

○すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方には、継続して発行しますので、再度
　のご連絡は必要ありません。
○この通知を受け取られたことにより、申請等の手続きをされる必要はありません。
※この通知を確定申告などの「医療費控除」の領収書の代わりとすることはできません。

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062
札幌市中央区南２条西 14 丁目国保会館６階
電話　011-290-5601

中頓別町保健福祉課保健福祉グループ
中頓別町介護福祉センター内
電話　6-1995

　有効期限が１年間になり、毎年更新することになりました。
　現在ご使用の保険証の有効期限が、平成 25 年７月 31 日を
もって満了となるため、８月以降は使用できなくなります。
　７月より新しい保険証を交付しています。お手元に届きま
したら、お持ちの黄色の保険証を破棄し、ピンク色のものを
ご使用ください。

○新しい保険証の有効期限は、平成 26 年７月 31 日までです。
○紛失した時や、汚れた時は再交付しますので、中頓別町介
　護福祉センターまでお申し出ください。

後期高齢者医療制度からのお知らせ



「このゆびと～まれ♪」
　　　　　　　の活動

　

災
害
救
助
犬
の
役
割
は
、
す
ぐ
れ
た

嗅
覚
を
い
か
し
て
生
存
者
を
さ
が
し
だ

す
こ
と
。

 
 

日
々
訓
練
を
重
ね
る
災
害
救
助
犬
の

世
界
と
は
？

 
 

人
と
動
物
の
絆
を
考
え
る
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　

き
み
は
祖
国
を
知
っ
て
い
る
か
。 

 
 

あ
な
た
は
祖
国
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。

 
 

「
祖
国
」
を
知
ら
な
い
受
験
生
、

教
師
、
親
た
ち
へ
。

 
 

「
祖
国
」
を
震
災
で
知
っ
た
新
し

い
日
本
人
へ
。

（児童書）『災害救助犬レイラ』
 　　           著：井上 こみち　講談社

（一般書）『ぼくらの祖国』　  著：青山 繁晴
                  扶桑社　　　　　　　                            
　

注目の新着本

　８月 22 日　乳幼児健診にて読み聞
かせを行いました。

　８月 28 日　小学校で読み聞かせを
行いました。

　  ８月６日　夏休みを中頓別で過ごした福島の

　こども達とバルーンアートをして、楽しみまし

　た。

　８月 29 日　中学校
図書室のディスプレ
イを　変えてみまし
た。
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神 田 節 子

今
年
も
生
活
機
能
の 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

チ
ェ
ッ
ク
を
！ 

 
  
 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

は
全
人
口
の
20
％
を
超
え
て
お

り
（
中
頓
別
町
で
は
36
・
４
％
）

今
後
急
速
に
伸
び
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
立
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
支
援

や
介
護
を
必
要
と
す
る
期
間
を

で
き
る
だ
け
遅
く
、
短
く
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
中
頓
別
町
で
は
ご
く

些
細
な
こ
と
か
ら
始
ま
る
心
身

の
不
調
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

平
成
23
年
度
か
ら
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
で
自
身
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
民
生
委
員
さ
ん
の

戸
別
訪
問
の
協
力
を
え
て
８
月

よ
り
順
次
回
収
に
回
っ
て
お
り

ま
す
。

　

回
収
後
は
介
護
が
必
要
と
な

る
恐
れ
の
高
い
虚
弱
高
齢
者
と

し
て
（
二
次
予
防
事
業
対
象
者
）

町
の
様
々
な
事
業
を
紹
介
し
参

加
を
促
し
た
り
、
保
健
師
、
栄

養
士
、
理
学
療
法
士
、
歯
科
衛

生
士
の
戸
別
訪
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
の
元
気
を
維
持
し
て

　
　
　
　
　

 

い
く
た
め
に

　

介
護
予
防
事
業
へ
積
極
的
に

参
加
を
し
て
い
た
だ
き
元
気
な

今
の
う
ち
か
ら
「
生
活
不
活
発

病
（
廃
用
症
候
群
）
」
等
を
予
防

す
る
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
。

　
　

ま
た
、
「
歳
を
と
っ
た
の
だ

か
ら
仕
方
な
い
」
と
放
置
し
て

お
か
ず
、
何
に
で
も
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
で
脳
を
活
性
化

さ
せ
て
人
任
せ
で
は
な
い
自
立

し
た
生
活
こ
そ
が
老
化
を
遅
ら

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
ご
自
身
の
気
構
え
も

と
て
も
大
切
で
す
。

わ
が
町
の
高
齢
者
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
気
度
は
？

　

平
成
24
年
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
は
、
４
８
７
人
（
昨
年

よ
り
５
名
減
）
に
配
布
し
て
４

３
６
人
分
が
回
収
で
き
図
１
の

他
の
町
と
比
較
し
て
も
89
・
５
％

と
高
回
収
率
で
し
た
。

　

す
べ
て
の
調
査
項
目
（
運
動
・

栄
養
・
口
腔
・
認
知
・
閉
じ
こ

も
り
・
う
つ
）
で
１
項
目
で
も

該

当

し

た

人

は

２

５

６

人

（
52
％
）
お
り
、
経
年
で
該
当
し

た
者
も
61
人
い
ま
し
た
。

 
 

介
護
予
防
事
業
対
象
者
と
し

て
運
動
、
栄
養
、
口
腔
だ
け
を

見
る
と
１
３
６
人
（
27
・
９
％
）

お
り
、
昨
年
に
比
べ
て
（
１
３

３
人
26
・
９
％
）
対
象
者
数
は

３
名
増
加
（
０
・
６
％
）
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
（
口
腔
・
栄
養
・

運
動
）
の
通
所
型
の
参
加
者
は

実
人
員
が
30
名
で
平
成
23
年
度

に
比
べ
て
口
腔
事
業
、
栄
養
事

業
で
参
加
者
数
が
わ
ず
か
に
増

え
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
介
護
予

防
施
策
の
内
容
を
検
討
し
参
加

す
る
高
齢
者
に
、
よ
り
効
果
的

な
事
業
内
容
の
工
夫
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

 　

不
活
発
な
生
活
か
ら
生
活
機
能
が
低

下
す
る
も
の
で
寝
た
き
り
な
ど
の
要
介

護
の
状
態
も
最
初
は
生
活
の
さ
さ
い
な

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。 

　

た
と
え
ば
低
栄
養
状
態
・
転
倒
骨
折
・

認
知
症
・
膝
痛
、
腰
痛
、
口
腔
内
の
不

具
合
・
閉
じ
こ
も
り
・
う
つ
・
尿
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
を
引
き
金
に
重
度
の
要
介

護
状
態
や
病
気
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

図1 　　　基本チェクリストの宗谷管内との比較

487 8498
436 6227

136 31.1% 1672 26.9%
１～２０のうち１０項目以上該当 24 5.5% 147 2.4%
運動対象者 88 20.2% 932 15.0%
栄養対象者 6 1.4% 40 0.6%
口腔対象者 71 16.3% 698 11.2%
閉じこもり予防支援 30 6.9% 265 4.3%
認知症予防支援 54 12.4% 739 11.9%
うつ予防支援 43 9.9% 501 8.0%

89.50% 73.20%

内
訳
重
複
有

二次予防事業対象者実人数

チェックリスト配布数
チェックリスト回答者数

中頓別 宗谷管内

回収率

わ
た
し
の
達
者
度
を
知
る
た
め
に

わ
た
し
の
達
者
度
を
知
る
た
め
に

わ
た
し
の
達
者
度
を
知
る
た
め
に

《
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
》
の
提
出
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

※宗谷管内とは、稚内・猿払・浜頓別・枝幸・豊富・
　礼文・利尻・利尻富士・幌延が含まれます。
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人のうごき
　
　 （平成25年8月31日現在）
　　世　帯　　944(0)
　　人　口　 1,926(1)
　　　男         952(-2)
　　　女         974( 3)
　 　(　) 内は前月対比　　　　

※世帯数・人口・男・女には、
　外国人も含みます。

8月 1日～ 8月 31 日受付分

（公開にご了承いただいた方のみ掲

載しています。）

戸籍だより

字中頓別　米屋　秀春さん
（89 歳　　8月 2日）

今月の裏表紙

　
　この日は気温が低く、選手の皆さんは、

ウォーミングアップ中も「寒い、寒い」

と言いながらスタートのときを待ってい

ました。

　春から、いまだに熊の目撃情報があとを絶ちません。だんだんと人目の付くところに出没している
ようです。もう、山にはキノコが生えているとの話しを聞きました。キノコ採りで入山する方は、熊
の出没情報を確認した上で、笛や鈴、ラジオなどを携帯して自分の存在をアピールしてください。糞
など見たら直ちに下山してください。（tady）

字中頓別　佐藤　尚美さん
（88 歳　　8月 11 日）

字中頓別　田中　勇夫さん
（73 歳　　8月 19 日）

平成 25年　住宅・土地統計調査に
ご協力お願いします。

　10 月 1 日を期日として、日本全国で住宅・土地統計調
査を実施します。

　住宅・土地統計調査とは？

・国の統計に関する基本的な法律に基づいた基幹統計調査です。
・住生活に関する様々な施策のための基礎資料を得ることを目的 
 にしています。
・昭和 23 年以来 5年ごとに行われており、今回が 14 回目になり
 ます。
・全国で約 350 万世帯を抽出して行う大規模な統計調査です。

　調査の対象となる世帯には、9 月下旬ごろ、調査員が
訪問して調査票を配布いたしますので、その際には、ご
回答をお願いいたします。（調査対象地区　藤井地区）

　調査員には「調査員証」が交付されています。
　住宅・土地統計調査の調査員は、知事によって任命さ
れた地方公務員で「調査員証」を必ず携行しています。
　政府の統計調査を装った「かたり調査」にご注意くだ
さい。不審に思われた場合は、役場総務課住民グループ
統計担当までお問い合わせください。（電話　6-1111）

字中頓別　遠藤　義美さん

字中頓別　茶家　テミさん

（85 歳　　8月 23 日）

（95 歳　　8月 30 日）

うぶごえ

字中頓別　西原　夏帆ちゃん
（央騎さんの子　　7月 26 日）

なつほ


